








研究目的 

クレチン症のマス・スクリーニングにおいて,TSH,T4 の両者測定を行うと,TSH が正常で T4

のみ低値となる例(hypothyroxinemia)が未熟児に多く見られ,これら未熟児をどのように

取扱うかについては統一された見解がなく,スクリーニングを実際に行う立場からはこの

点についての解決方法の確立が望まれている。 

そこで,ルーチンに行っているスクリーニングから得られる甲状腺機能の指標としての

TSH,T4,TBG,T4/TBG Indexに最近測定法が開発されたフリーT4を加えて,これら5つの指標

と,生下時体重,在胎週数および日令との関係から未熟児のスクリーニングシステムの検討

を行った。 


